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　最後の第8章は気象現象を人間との関わりにおいて

捉え，生徒に理解させる手だての例が示されており，

環境教育の充実の一翼を担わねばならない理科の教員

として大いに興味のある内容でした．」

　司会：気象現象を教材として取り上げようとすると

き，無理に探究学習の手法によるのでなく，まずモデ

ルを提示しそのモデルの理解を助けるという意味での

観察，観測，室内実験を考えるということにすれば，

この本からも多くの示唆が得られるということです

ね．有難うございました．

［注］　なお，本文中のM博士は香川大学教育学部の森

征洋教授，S教論は岡山県灘崎中学校教論であり，岡

山大学大学院教育学研究科に在籍中の佐藤秀則氏であ

る．両氏にこの本を通読して貰い，本文の筆者の質問

に回答して貰ってその内容を編集したもので，文責は

あくまで筆者である．

　　　　　　　　　　（岡山大学教育学部　佐橋　謙）
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